






 

研究目的 

 鹿児島市立病院において,昭和 51 年 1 月 31 日に出生した「五つ子」は,同病

院産婦人科を始めとして,関係者のチームワークと努力により全員無事哺育に

成功したことは周知の通りであろう。 

 欧米における「五つ子」の長期生存例は医学,生物学,心理学の領域に多くの

問題が提起された。 

 わが国で「五つ子」が無事哺育されたのは,今回の例が初めてであり,その妊

娠・分娩・成長・発達・相似性を研究することは,今後の多胎児出生時に産婦人

科学,小児科学の指標の一つとなりうればとの考えより,前年度より研究を始め,

今年度もひきつづき研究した。 


